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研 究

子どもの共感経験と親の共感経験および感情の言語化の関連

井上由紀子1），塩飽 仁2）

〔論文要旨〕

本研究は，小学5年生から高校3年生までの2，421名とその両親を対象にして，・子どもの両親に対す

る共感経験と親の共感経験および感情の言語化の関連を，親自身の被養育経験とともに検討することを

目的とした。

　その結果，両親の共感経験や感情の言語化は，被養育経験の影響を受けていた。また，小学生では，

父親の共感経験が多いと子どもがもつ父親への共感経験が多かった。父親の感情の言語化がより適切で

あるほど，父親への共感経験は小学生男子では少なく，中学生男子では多かった。さらに，子どもがも

つ母親への共感経験：と，母親の共感経験と感情の言語化に関連はなかった。子どもの共感経験には，親

の共感経験や被養育経験が影響している可能性が示唆された。
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1．緒 言

　現代の子どもは他者に対して「わかってくれ

ない」と不満を持っている。このような子ども

の多くは，他者に理解してもらおうとする欲求

が強く，自己中心的であるようにみえる。「共感」

は，相手と同じ気持ちになったり，相手の立場

になって考えたりできることである。他者への

共感は，相手の感情が自分の感情とは別のもの

であることを知り，伝えたい自分の感情は，相

手側の解釈によって違ったものになるという理

解を通して発達する1）。また，共感の発達的変

化を自己中心的なものから他者指向的なものへ

の変化として考えると，感情の成熟や言語の習

得は，この変化を支える要因であると言われて

いる2）。したがって，他者を独立した存在とし

て認知して理解すること，すなわち他者への共

感経験が重要であると考えられる。

　子どもにとって，初めて自分以外の大切な存

在の他者（以下，重要他者）として意識される

のは親である。親の養育態度が子どもの心身の

発達にさまざまな影響を与えていることは明ら

かであり2），世代間で伝達される3）。この点か

らすれば，子どもの共感に影響を与える親の共

感が，親自身が受けた養育態度と関係がある可

能性が極めて高いと考えられる。

　共感は子どもの情緒的発達や対人関係と同様

に，さまざまな重要他者との関係のなかで長い

時間を経て発達していくと考えられる。児童期

から思春期にかけては子どもにとっての重要他

者が親から友人へと移行していくため，子ども

の年齢や性別を考慮してその特徴を検討するこ

とが重要である。

　これまで，子どもが共感する対象を「父親」，

「母親」としてとらえた調査は全くない。子ど

もの共感について，親子間の影響の特徴を明ら

かにできるならば，子どもの共感の発達阻害要

因を軽減もしくは予防することや，共感の発達
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を促進するために必要な援助方法などについて

の示唆を得ることができると考える。

　よって，本研究は①子どもの両親に対する共

感経験を検討すること，②親の他者に対する共

感経験および感情の言語化の関連を，親自身の

両親からの被養育経験：とともに検討することを

目的に行った。

皿，対象と方法

1．対　象

　仙台市内にある小学校2校の5，6年生408

名，中学校2校の全学年974名，高校3校の全

学年1，039名の児童・生徒と，その父親，母親

を対象とした。

　調査は，事前に各学校の校長に調査の主旨や

方法などを説明して，調査への協力を依頼し，

了承が得られた学校で留め置き法にて行った。

2．方　法

1）データ収集方法

　調査は自記式質問紙を使用して行った。父

親母親には，既存の尺度を使用して，他者に

対する共感経験：の程度と，自分自身の感情を他

者に言語化して伝えられる程度さらに，自身

の両親からの被養育経験を尋ねた。子どもには，

父親および母親への共感経験の程度と自身の性

別，学年を回答してもらった。

　倫理的配慮として，対象者には調査の主旨や

方法を説明した調査依頼文と調査用紙を同封

し，調査に同意する場合にのみ回答するよう依

頼した。調査用紙は，「子ども用」，「保護者用（お

父様用）」，「保護者用（お母様用）」の封筒に入

れて配布した。調査は無記名とし，回収の際に

他者に内容が漏洩しないようにした。調査は，

平成13年9月初旬から10月初旬に行った。

2）使用尺度

（1）父親，母親に使用した尺度

①共感経験尺度改訂版（Empathic　Experience

　Scale　Revised：EESR）（以下，共感経験）

　角田4）によって作成され標準化された尺度で

ある。角田5）は共感を「能動的または創造的に

他者の立場に自分を置くことで，自分とは異な

る存在である他者の感情を体験すること」と定

義してこの尺度を作成している。この尺度は，
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「相手の気持ちを感じられた」という「共有経験」

と，「相手の気持ちを感じられなかった」とい

う「共有不全経験」から共感経験：を測定してい

る。先に作成された共感経験尺度（EES）にお

いて，「相手の気持ちを感じとろうとしたこと

はない」という他者への能動的な関与そのもの

を否定した質問を「相手の気持ちを感じなかっ

た」という「共有不全経験」と位置づけ，共感

経験の一部としてとらえている。さらにこの尺

度は，同情と共感を区別するため，共感経験を

「共有経験」と「共有不全経験」の両面から測

定していることが特徴である。20項目の合計得

点から共感経験：を測定し，得点が高いほど共感

経験が多いことを示す。

②Parental　Bonding　lnstrument日本版（以下，被

　養育経験）

　1979年にParkerら6）が作成した子どもから

みた親の養育態度の自覚的評価スケールで，両

親の態度や振る舞いをcare（以下，養護的態

度〉とoverprotection（以下，過保護的態度）

の2画面に分類している。養護的態度が強いほ

ど，親が自分に対して愛情深く，あたたかい受

容的な態度であったと評価していることを示

し，逆に弱いほど無関心，拒否的な態度で接し

ていたと評価していることを示すスケールであ

る。一方，過保護的態度が強いほど親が自分を

幼児扱いし，干渉的，過保護的な態度であった

と評価していることを示し，弱いほど自主・独

立を促されていたと評価していることを示す。

Parental　Bonding　Instrument日本版の信頼性，

妥当性の検討は，小川7）によってなされている。

＠　The　Japanese　Versions　of　The　20－ltem　Toronto

　Alexithymia　Sca［e－20（以下，感情の言語化）

　Bagbyら8）9）が作成したThe　Twenty－ltem

Toronto　Alexithymia　Scaleをもとに，福西10）

が作成し標準化した日本語版を用いた。これは，

Shj血eosが提唱したAlexithymia（失感情言語

化症）を評価するための自己記入式質問票の1

つである。TaylorはこれまでのAlexithymia

の研究を総合して，①感情を同定し表現するこ

とが困難である，②情動覚醒時に感情と身体感

覚の区別が困難である，③想像活動が貧困であ

る，④外的な出来事を一方的に内的心象とし

て認知する思考様式を示す，などをあげAlex一
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ithymiaの自己記入式質問票として，　Toronto

Alexithymia　Scale（TAS）を開発した。今回

使用した尺度はこのTASを修正したものであ

る。20項目の合計得点を算出して評価し，得点

が高いほどAlexithyrnia傾向が強いとされてい

る。

　本研究では，Alexithymiaの特徴の1つが「感

情を適切な言葉で表現できない」となっている

ことに着目して，父親母親の感情の言語化の

程度を測定するために使用した。

（2）子どもに使用した尺度

　児童用共感経験尺度改訂版18項目（児童用EESR）

　角田4）による共感経験尺度改訂版（EESR）

を児童期に適用できるように，橋本ら11）が修正

したものを使用した。児童用では，小学生にも

分かるように表現をやさしく，やや説明的に修

正している。18項目の合計得点を算出し評価す

るものである。得点が高いほど共感経験がある

ことを示す。

　本研究では，質問項目で使用されている共感

の対象となる「相手」という言葉を「父親」，「母

親」と設定したうえで，それぞれの場合につい

て回答してもらった。

3）分析方法

　各尺度は規定の得点化を行った後に統計解析

を行った。比率の差の検定にはカイ函迫検定，

相関についてはSpearmanの順位相関係数を求

めて検定した。また，2群の得点差の検定には

Mann－WhitneyのU検定を，3群以上の得点

差の検定にはKruskal－Wallis検定を用い，そ

の後の多重比較はMann－WhitneyのU検定に

Bonferroniの不等式による修正を適用して行っ

た。なお，分析の対象が100に満たない場合には，

正確な有意確率を算出するMonte　Carlo法を

すべての検定に使用し，分析の信頼i生を保持し

た。統計解析にはStatistical　Package　for　the

Social　Science（SPSS）10．IJ　for　Windowsを使

用した。

皿．結 果

1．対象者の属性と記述統計量（表1）

　回答は小学生263名（回収率：64．0％），中学

生126名（49．5％），高校生129名（52．7％）か

ら得られた。小学生，中学生，高校生で，それ

ぞれ男女の分布に差はみられなかった。

　父親母親の共感経験，被養育経験感情の

言語化の得点は，各尺度が標準化されたときの

値と比べて，平均値や分布に大きな差はなかっ

た。児童用EESRの得点は標準化されたとき

の値がないため，全体的な分布の比較はできな

いが，学年や性別で平均値や分布に大きな差は

なかった。

2．親の共感経験，感情の言語化の特徴（表2）

1）親の共感経験と被養育経験の関係

　父親は自身の父親から過保護的に育てられた

という思いが弱いと共感経験：が少なく（r＝

0．IL　p＜0．05），母親から過保護i的に育てら

れたという思いが弱いと共感経験：が少なかった

（r＝0．11，p＜0．05）。また，母親の共感経験

は自身の父親から養護的に育てられたという

思いが強いと共感経験は少なく（r＝一〇．13，

p＜O．Ol），母親から養護的に育てられたと

いう思いが強いと共感経験は少なかった（r

＝一　O．　10，　p　〈O．05）．

表1　対象者の属性

児童・生徒 両　親

男子　女子　不明　合計 父　親　　母　親　　不　明 合　計

小学生

中学生

高校生

123

68

75

121

56

54

O
J
9
自
0

1 263

126

129

209

126

129

246

126

129

9
白
0
0

457

252

258

合　計 266 231 21 518 464 501 2 967

小学生，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　数値：人数（有効回答数）

中学生，高校生における男子と女子の比率の差の検定：NS（カイニ乗検定）

Presented by Medical*OnlinePresented by Medical*Online



第66巻　第3号，2007 415

表2　i親の共感経験（EESR）および感情の言語化（TAS－20）と被養育経験（PBI）の相関

父親からの被養育経験（PBI） 母親からの被養育経験（PBI）

養護的態度 過保護的態度 養護的態度 過保護的態度

共感経験　　父親　一〇・07　（n＝424）　0・11＊（n＝424）

（EESR）　　母親　一〇．13＊＊（n＝452）　O．04　（n＝451）

一〇．04　（n＝423）　O．11“　（n＝426）

一〇．10’　（n＝455）　O．03　（n＝456）

感情の言語化　父親　一〇・24＊＊（n＝427）　O・23＊＊（n＝427）

（TAS－20）　母親　一〇．24＊＊（n＝451）　0．21＊＊（n＝448）

一〇．32““（n　＝＝　425）　O．26“’（n－428）

一〇．　24”（n　＝454）　O．　19’“（n　＝　454）

数値：相関係数＊p〈O．05，＊＊p〈0．Ol（Spearmanの順位相関係数の検定）

2）感情の言語化と被養育経験の関係

　父親は自身の父親から養護的に育てられたと

いう思いが強く（r＝一〇．24，p〈0．01），過

保護的に育てられたという思いが弱いと感情

の言語化がより適切であった（r＝0．23，p

＜0．01）。また，母親から養護的に育てられた

という思いが強く（r＝一〇．32，p〈0．01），

過保護的に育てられたという思いが弱いと感

情の言語化がより適切であった（r＝0．26，

p〈0．01）。母親の場合は，自身の父親から

養護的に育てられたという思いが強く（r

＝一 Z．24，p＜O．Ol），過保護的に育てられた

という思いが弱いと感情の言語化がより適切で

あった（r＝0．21，p＜0．Ol）。また，母親か

ら養護的に育てられたという思いが強く（r

＝一 Z．24，p＜0．01），過保護的に育てられた

という思いが弱いと感情の言語化がより適切で

あった（r＝O．19，p＜O．Ol）。

3．親子の関係（表3）

1）　子どもの共感経験と親の共感経験の関係

　小学生では，父親の共感経験が多いほど子ど

もがもつ父親への共感経験は多いが（r＝0，18，

p＜0．05），母親の共感経験：と母親への共感経

験には関連がみられなかった。中学生，高校生

で親子間に関連がなかった。

2）子どもの共感経験と感情の言語化の関係

　小学生男子では，父親の感情の言語化がより

適切であるほど，子どもがもつ父親への共感経

験は少ないが（r＝0．24，p＜0．05），女子で

は関連がみられなかった。一方，中学生男子で

は，父親の感情の言語化がより適切になると，

子どもがもつ父親への共感経験は多いが（r

＝一 Z．40，p＜O．Ol），女子では関連がなかっ

た。また，高校生では親子間に関連がなかった。

IV．考 察

1．親の共感経験，感情の言語化の特徴

　父親は，自身の親から過保護的に育てられた

という思いが弱いと，共感経験：が少ないことが

明らかになった。過保護的態度とは，逆の意味

で自主，独立をうながすと解釈されている7）。

自身の両親から過度に自主，独立をうながされ

て育てられたと子どもが感じるのは，望ましい

とは言い難く，過保護的に育てられたという思

いが弱いと共感経験が少ないという結果は，こ

れを支持していると考えられる。また，母親は，

自身の両親から養護i的に育てられたという思い

が強いと共感経験は少ないことが明らかになっ

た。これまで，養護的態度は強いほうが良いと

されてきたが12），自身の親から過度に，あたた

かく，受容的に育てられたと感じると共感経験

は少ない可能性が示唆され，共感経験には両親

の養護的態度が強くなり過ぎないことが望まし

いと考えられる。一方，感情の言語化と被養育

経験の関係をみると，父親および母親が自身の

両親から，あたたかく，受容的，そして自主，独立

をうながされて育てられたと感じていると感情

の言語化はより適切になることが示唆された。

　以上の結果から，共感経験：および感情の言語

化は，ともに両親からの被養育経験：の影響を明

らかに受けていた。

　父親の現在の共感経験には，父親自身が受け

てきた両親の過保護的態度が影響を与えてお

り，現在の小学生，中学生，高校生の男子の共

感経験には，両親の過保護的態度が影響を与え
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表3　子どもの共感経験（児童用EESR）と親の共感経験（EESR）および感情の言語化（TAS－20）の相関

親の他者に対する共感経験（EESR） 感情の言語化（TAS－20）

父親 母親 父親 母親

父親に対する 0．11＊（n＝401） 一〇．09 （nニ402）

全体
母親に対する 0．05（nニ424） 一〇．02（n＝424）

子
ど 父親に対する 0．13（n＝229） 一〇，08 （n＝213）

も
全

男子
母親に対する 0．02（n＝223） 0．02（nニ220）

体
父親に対する 0．11（n＝185） 一〇．10 （n＝185）

女子
母親に対する 0．07（n＝199） 一〇．06（n＝202）

父親に対する 0．18＊（n＝147） 0．05 （n＝148）

子

全体
母親に対する 0．10（n＝170） 一〇．05（n＝170）

ど
も小 父親に対する 0．16（n＝71） 0．24＊ （n＝72）

窺
学
生

男子
母親に対する 0，08（n＝82） 0．01（n＝79）

に
対 父親に対する 0．19（n＝74） 一〇．11 （n＝74）

す
る

女子
母親に対する 0．10（n＝88） 一〇．10（n＝91）

共
感 父親に対する 0．10（n＝125） 一〇．30＊＊（n＝125）

経
験

全体
母親に対する 一〇．01（n＝125） 一〇．08（n＝125）

釜
中’

父親に対する 0．16（n＝67） 一〇．40＊＊（n＝67）

E
S

学
生
．

男子
母親に対する 0．19（n＝67） 一〇．10（n＝67）

8 父親に対する 0．07（n＝56） 一〇．23 （n＝56）

女子
母親に対する 0．21（n＝56） 一〇．06（n＝56）

父親に対する 0．07（nニ129） 一〇．10 （n＝129）

全体
母親に対する 一〇．Ol（n＝129） 0．08（n＝129）

高層
父親に対する 0．04（n＝74） 一〇。15 （n＝74）

校
生
．

男子
母親に対する 一〇。12（n＝74） 0．12（n＝74）

父親に対する 0．14（n＝55） 一〇．04 （n＝55）

女子
母親に対する 一〇．18（nニ55） 0．04（n＝55）

数値：相関係数＊p＜0．05，＊＊p＜0．01（Spearmanの順位相関係数の検定）

ている可能性があることが考えられ，ある程度

の両親の過保護的態度が必要であることが示さ

れた。また，母親の現在の共感経験には，母親

自身が受けて．きた両親の養護的態度が影響を与

えているので，現在の小学生，中学生，高校生

の女子の共感経験には，両親の養護的態度が影

響を与えている可能性が考えられ，過度の養護

的態度は望ましくないことが示された。

　一方で，感情の言語化は，父親母親ともに

自身の両親の養護的態度が強いこと，過保護的

態度が弱いことが良い影響を与えているため，

現在の小学生，中学生，高校生の感情の言語化

に対しては，両親の養育態度が良い影響を与え

る可能性がある。

2．親子の関係

1）子どもの共感経験と親の共感経験の関係

　小学生において，父親の共感経験が多いと子

どもがもつ父親への共感経験が多いことについ

ては，児童期がエディプス後期から潜在期にあ

ることで，それまでの親との緊張を克服するた

めに，親を取り込み理想化し，同一視すると

いう過程で，親の経験を自分の経験ととらえ

やすい発達段階であること13）が考えられる。中

学生や高校生で親子の共感経験に相関がみられ

なかったことは，この時期の子どもの共感経験

がすでに両親からの影響だけを受けているもの

ではないということが推測される。さらに，母

親と子どもの共感経験に有意な相関がみられな
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かったことは，子どもが，母親との心理的距離

が父親よりも接近しているため母親を客観的に

他者と認識していない可能性があり，これが父

親と母親の違いとしてあらわれたと考えられ

る。

2）子どもの共感と親の感情の言語化の関係

　感情を適切な言語で表現することは親におい

ても子どもにおいても難しく，また，表現され

た感情を受けとめて理解することは，受け下側

の言語能力にも影響を受けている1）。Mahler13）

の共生期の母子関係は原始的な相互の共感経験：

の連続と考えることができ，そのなかで乳児は

非言語的な媒体から相手の感情に共感すること

が可能であると考えられている。小学生の共感

経験はそれまでの非言語的媒体がいまだ中心で

あるために，子どもが共感する能力を持ってい

たとしても，父親の適切な言語的表現に共感す

ることは難しい段階なのではないかと考えら

れ，父親への共感経験：が少ないと考えることが

できる。中学生男子で，父親の感情の言語化が

より適切であると，父親への共感経験が多いこ

とが明らかになった。これは子どもが成長・発

達していくなかで，言語中心の共感能力を発達

させた結果を示しており，より親の共感に近づ

いたためと考えることができる。高校生で相関

がみられなかったことに対しては，高校生の共

感経験：が両親からの影響だけを受けていないと

いうことが推測される。

　子どもの共感経験と母親の感情の言語化の関

係で有意な相関がみられなかったことは，前項

の親子の共感経験の関連と同様のことが考えら

れる。

3．全体的考察と今後の展望

　本研究では，子どもの共感経験は父親の共感

経験および，感情の言語化と関係があることが

示され，さらに，両親の共感経験および感情の

言語化は自身の父親および母親からの被養育経

験によって，それぞれ異なる特徴を持っている

ことが示された。これまで，子どもの心理特性

や共感経験については；母親との関係が重要視

され数多く研究されてきたが，今回の結果より，

子どもと母親の関係と同様に，子どもと父親と

の関係についても詳細に検討していくことが必
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要であるといえる。

　父親の共感経験：は自身の母親のみならず，父

親からの被養育経験の影響も受けていることか

ら，子どもの共感性を高めるために，父親の子

どもへのかかわりの促進を考える必要がある。

さらに，父親ならびに母親の，両親からの被養

育経験が，子どもに影響していることから，親

子関係を基盤とする対人関係が苦手な子どもの

看護介入では，子どもの共感の特徴を理解し子

どもへの直接的な介入を行うだけでなく，看護

者が親の生育歴を理解したうえで親子関係を見

直し，親自身への支持的，教示的介入を行うこ

とや，養護教諭などと連携をとりながら親子へ

の間接的な介入を行うなどで，より積極的かつ

広範囲な親子への支援ができる可能性があると

考えられる。・

　本研究において，結果の相関は強いものでは

なく，一般化して子どもの共感経験を捉えるに

は十分ではない。今後，子どもの共感経験に影

響を与えている他の要因を検討し，研究を発展

させていくことが課題と考えている。
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